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は じ め に 

南あわじ 市 は 、 平 成 28 年 4 月 に 「 古 事 記 」 の 冒頭 を 飾る 「 国 生み の 島 ・ 淡路 」 一 古代 国 

家 を 支え た 海 人 の 営み ー と し て 淡路 市 ・ 洲 本 市 と と も に 日 本 遺産 に 認定 され まし た 。31 の 

構成 文化 財 の 中 に は 平成 27 年 4 月 に 市 内 で 発見 され た 松 帆 銅 鍵 7 点 を は じ め と し て 、 多 く 

の 文化 財 が 南あわじ 市 か ら 選 ば れ て いる こと か ら も 、 い に し えよ り 淡 路 島 が 住み や すい 場 
所 と し て 栄 えて いた こと が うか が えま す 。 
この よう な 中 、 平 成 25 年 度 の 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 概要 を 「 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 

年 報 X え 」 と し て 刊行 する 運び と な り ま し た 。 今 回 報告 され て いる 遺跡 は 2 遺跡 の み で す が 、 
1 つ は 湊 地 区 に お ける 賠 場 整備 事業 で は 松 帆 銅 鐘 埋 納 推 定 地 の 近く に 位置 する 縄文 時 代 一 
室町 時 代 の 集落 遺跡 で ある 平石 遺跡 の 本 発掘 調査 の 成 末 で す 。 ま た 、 国 衛 地 区 に お ける 剛 
場 整 備 事業 に 伴う 調査 で は 既に 周知 の 包 蔵 地 で ある 2 遺跡 に 加え 、 新 し く 2 遣 跡 が 見 つか 

り 、 当 市 の 歴史 も 少し ずつ 明らか に な っ て きま し た 。 

今回 年 報 と いう 形 で 不 十 分 さる も ある と は 思い ます が 、 今 後 も る さら な る 努力 に より 当 市 の 

文化 財 保護 と 理解 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 有馬 り ます よう よろ し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 

心 よ りお 礼 申し 上 げ ま す 。 

南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 浅井 伸 行 

例 言 

1 . 本 書 は 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2013 (平成 25) 年 度 に 実施 し た 、 埋 歳 文化 財 調 査 の 記 
録 で ある 。 

2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 買 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 茹 が 
担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 裕 二 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 
豊田 亜希 子 ・ 濱 本 善 美 ・ 要 本 早苗 ・ 松 下 短 之 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 的 崎 が 行っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文末 に 記し て いる 。 調査 担 
当 者 に つい て は 、 調 査 一 覧 表 に 記す 。 
o 各 遣 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作成 に あたっ て は 、 森 岡 秀 人 氏 の ご 協力 と ご 指導 を いた 
だ いた 。 こ こ に 記し て 深く 感 放 の 意 を 表す る 。 
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第 1 章 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 

平成 25 年 度 は 、 分 布 調査 2 件 、 立会 調査 3 件 、 試掘 調査 1 件 、 確認 調査 1 件 、 本 発掘 調査 1 件 を 実施 

し た 。 立会 調査 ・ 試 掘 調 査 ・ 確 認 調査 ・ 本 発掘 調査 の 調査 面積 合計 は 4353.23 と な り 、 前 年 度 に くら べ 

て 増加 と な っ だ た 。 

主 な 発掘 調査 は 、 経 営 体育 成 基 盤 整備 事業 に よる 湊 里 地区 で の 本 発掘 調査 1 件 、 国 衛 地 区 で の 

人 査 1 件 を 実施 し て お り 、 賠 場 整備 事業 に 伴う 調査 の 割合 が 高い の が 特徴 と な っ て いる 。 

特筆 すべ き 調 査 成 末 と し て は 、 湊 里 地 区 で 調査 し た 平石 遺跡 は 縄文 前 期 一 室町 の 複合 遺跡 で 、 費 文 時 

代 後期 の 遺構 を は じ め と し て 、 様 々 な 時 代 の 建物 な ど を 確認 し た 。 ま た 、 国 衛 地 区 の 確認 調査 で は 新た 

に 2 遺跡 を 発見 

や 認 調 

時 調査 | 発掘 面積 

調査 量 と 職員 数 の 推移 1 
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平成 23(2011) 年 度 平成 24(2012) 年 度 平成 25(2013 年 度 

調査 年 度 開 傘 年 度 

ーー 試掘 調査 mieemema 立会 調査 ロニ ーー 確認 調 座 uu 
se 本 発 折 調 一 一 ォ ーー 分 布 調 奏 

調査 量 と 職員 数 の 推移 ら 

普及 啓発 活動 と し て 、 平 成 26 年 1 月 一 4 月 に か け て 「 発 掘 調 査 速 報 展 - 平成 24 年 度 調査 」 を 市 内 4 会 

場 で 巡回 し て 開催 し た 他 、 西 溢 公 民 館 ( 現 湊 市 民 交 流 セ ンタ ー) ロビ ー に て ミニ 展示 を 行い 、 展 示 品 を 

F3 回 人 入れ 替え た 。 刊行 物 は 上 記 速 報 展 の パン フレ ッ ト 、 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 W」 「 和 久保 

ノ カ チ 遺 跡 』 の 発行 を 行っ た 。 ま た 、 小 学校 2 校 へ の 出前 授業 や トラ イ や る ウィ ー ク で は 中 学校 3 校 

計 8 名 の 生徒 が 遺物 洗浄 な どの 整理 作業 や 市 内 の 遺跡 めぐ り ・ 測 量 作 業 ・ 発 掘 調査 な ど を 行っ た 。 夏 休 

み 期 間 中 に は 、 小 学生 対象 の わん ぱく 塾 に お いて 、 市 内 4 会場 で 勾玉 作り を 行っ た 。 

っ
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第 2 草 埋蔵 文化 財 調査 の 成果 

第 1 人 節 埋蔵 文化 財 調 査 一 覧 表 お よび 調査 位置 図 

[<ー 事 業 名 内 容 副 積 担当 者 遺跡 名 所 在 地 1 | 所在地 2 | 調査 期間 調 内 成 巣 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 に 新た に 吉 代 中 世 の 木 跡 と 中 所 
経 党 整備 事 . , . 国 衝 廃 寺跡 ・ 、 上 25.6.3ー に に 各 代 へ 中世 の 木 辺 遺 

- ( 国 街 地区 ) 確認 6 皮 山崎 木 辺 遺跡 ・ 神代 園 街 12.3 の 長手 遺跡 を 確認 
長手 遺 中 

器 地 造成 工事 (民間) 分 硬 ン 0 9 | 広田 広田 3 6.25 ン ま 全 可 ・ 須恵 器 採 集 。 立 会 は 包含 層 

2 経営 体育 成 基 盤 整 備 事 業 | 本 発掘 |2502.6m 十 | 的 崎 ・ 定 松 ・ ロト 湊 H25.7.16 へ ご | 縄文 時 代 後期 へ 鎌倉 時 代 の 遺構 ・ 遺 
( 湊 星 地 区 ) 二 支 会 |861mi | 山崎 誠 生 H26.1.17 | 物 確認 

すす 

も 人 (広田 試 据 ニュ ニー 山崎 広田 中 筋 H25.8.26~ へ 30| 遺 構 ・ 遺 物 未 確認 

個人 住宅 建設 立会 203.22m 山崎 診 原 千 企 数 中 松 帆 古 津 路 |H25.10.8 遺構 ・ 遣 物 未 確認 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 H26.1.22… 電導 導 和 て 拓 田 地区 ) 攻 分 布 4ha 坂 絆 沼 忘 知 北 2 12 全域 で 遺物 採集 

調査 位置 図



第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

1 嫁 ヶ 渕 遺 跡 ・ 国 竹 廃 寺跡 ・ 木 辺 遺跡 ・ 長 手 遺 跡 

所 在 地 賀集 立川 瀬 一 神代 国 衛 字 中 ノ 内 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 ( 国 衛 地区 ) 

担当 者 坂口 弘 真 ・ 山 崎 裕司 

種 別 確認 調査 

調査 期間 平成 25 年 6 月 3 日 一 12 月 3 日 

調査 面積 736 (2x2m184 ヶ所 ) 

1 調査 内 容 

本 調査 は 、 人 賀集 立川 瀬 一 神代 国 衛 地 区 で 計画 され て いる 県 営 周 場 整備 事業 に 伴う 確認 調査 で ある 。 

調査 地 は 、 三 原平 野中 央 南 寄 り の 南東 一 北西 方 向 に 緩やか に 傾斜 する 水田 な どか ら な り 、 北 側 を 馬 乗 

捨 川 、 南 を 牛 内 川 、 西 を 大 日 川 に 挟ま れ た 範囲 と な る 。 調査 地 北 部 に は 、 古 代官 街 遺 跡 で ある 嫁 ヶ 渕 遺 

跡 、 南 部 に は 国 衛 廃寺 跡 な ど が 含ま れる 。 

調査 は 、 農 作物 の 作付 け 状況 を 見 な が ら 、2x 2mm の 調査 区 を 184 ヶ所 設定 し 、 進 め て いっ た 。 以下 

主 な 調査 区 の 概要 を 地点 ご と に 記す 。 

区 

(Ss1/12000》 



[A 地点 1 

調査 地 北 西部 に あり 、 ベ ー ス と な る 比較 的 安定 し た 黄色 系 の 土 層 が 広がる 。No21 で は 小穴 や 流 路 状 

の 遺構 、 No.31 で は 落 込 みや 小穴 、 No.34 で は 浅い 落 込 み を 確認 し た 。 この 内 、 No21 の 小穴 5 と No31・ 

34 の 遺構 は 飛島 一 奈良 時 代 と 考え られ る 。 

[B 地区 ] 

調査 地 西 部 に 位置 する 。 No.84 で 土 琉 ・ 小 穴 ・ 溝 、 No.93 で 小穴 を 確認 し た 。 いずれ も $ 中 世 の 人 遺構 と 考 

えら れる 。 

[C・D 地 点 ] 

調査 地 中 央 西 寄 り に 位 貫 す る 。 No.96 で 小穴 、 No71 で 溝 を 確認 し た 。 いずれ $ も 遺物 は 少な い が No.96 

が 古代 、No71 が 古代 一 中 世 と 思わ れる 。 

[E 地 点 ] 

調査 地 南部 に 位置 する 。 No.40 で 柱 穴 ・ 小 穴 、 No.43 で 土 琉 、 No.48 で 小穴 、 No51 で 落 込 み 、 No53 で 遺 

物 包 含 層 、No.104 で 小穴 、No.158 で 土 垢 ・ 小 穴 な ど を 確認 し た 。No. 40・51 が 中 世 で 、 そ れ 以 外 は 奈 

良一 平安 時 代 と 考え られ る 。 

[F 地点 | 

調査 地 中 央 西 寄 り に 位置 する 。No.37 で 溝 ・ 小 火 な ど を 確認 し た 。 平安 時 代 一 中 世 と 思わ れる 。 

調査 地 南部 に 位置 する 。No.107 で 土塊 ・ 小 穴 、No.162・180 で 小穴 な ど を 確認 し た 。 い ずれ ぁゃ 中 世 と 

[地点 ] 

調査 地 北 西部 に 位置 する 。 No127 で 土 碧 ・ 小 穴 、No.129 で 小穴 ・ 落 込み な ど 、No130・132 で 小 、 

No.138 で 土 垢 ・ 小 穴 、No.139 で 小穴 ・ 溝 を 確認 し た 。 い ずれ も 中 世 と 考え られ る 。 

[IT 地点 | 

調査 地 中 央 東 寄 り に 位置 する 。 No122 で 落 込み を 確認 し た 。 土師 器 小 片 が 出土 し て お り 中 世 と 思わ れ 

る 。 

ら まとめ 

本 調査 に より 、 大 きく 8 ヶ所 (AI 地点 ) で 遺構 又は 遺物 包含 層 を 確認 し た 。 

A 地 点 は 調査 地 北 西部 に 位置 する 。 飛鳥 一 奈良 時 代 の 遺構 や 遺物 包含 層 が 確認 で きた 。 嫁 ヶ 渕 遺跡 の 

則 に 立地 する こと か ら 同 遺跡 の 周縁 部 と 思わ れる 。B 地点 は 調査 地 西 部 、 牛 内 川 の 北側 に 位置 する 。 

て 一 中 世 が 想定 され る 。C・D 地 点 は 調査 地 中 央 西 寄 り に 位置 し て お り 、C 地 点 が 古代 、D 地 点 は 古 

中世 と 思わ れる 。 3 地点 を 合わ せ て 木 辺 遺 跡 と する 。 包 ・F・G ・I 地 点 は 調査 地 南部 に あり 古代 

中 世 が 想定 され 、4 地点 を 合わ せ て 国 衛 廃寺 跡 と する 。 HH 地 点 は 調査 地 北 束 部 の 馬 乗 捨 川 西 一 南 沿い 

ある 。 広く 中 世 の 遺 構 が 確認 で き 、 長手 遺跡 と する 。 県道 津名 五色 三原 線 か ら 西 の 馬 乗 捨 川南 西部 は 

| の 影響 の た めか 、 砂 層 や シル ト な ど が 堆積 する 非常 に 不安 定 な 土 層 で 、 出土 遺物 が 少な く 、 小さ な 

丘 の み で あっ た 。 

農作物 の 作付 状況 か ら 十 分 調査 が 実施 で き て いな い 部 分 も あり 、 次 年 度 に 周辺 域 の 調査 を 行っ た 上 で 

遺跡 範囲 を 判断 し て いく 必要 が ある 。 (坂口 
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[ ー 1 10.00m 

1. 近 白 色 2.5Y8/1 砂 質 土 十 2・3 層 
2. に ぶ ぷ い 黄 色 2.5Y6/4 砂 質 土 (Fe・Mn わ ず か に 含む ) 
3. 灰 黄色 2.5Y6/2 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
4. 黄 灰 色 2.5Y5/1 細 砂 質 土 
5.3 土 8 層 
6. 黄色 2.5Y7/8 細 砂 質 土 (Fe・Mn わ ず か に 含む ) 
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No.43 

1. に ぶ ぷ い 著 棒 色 10YR7/2 極 細 砂 質 土 (Fe わずか に ・ 遺 物 含む ) 
2. 灰 黄 褐 色 10YR5/2 土 (遺物 含む ) 
3. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 土 (遺物 含む ) 
4. 褐 灰色 10YR4/1 土 (遺物 含む ) 
5. 暴 褐色 10YR3/1 粘 質 土 

29.80m 

No.40 

1. に ぶ い 殴 棒 色 10YR7/2 極 細 砂 質 土 (Fe まばら に ・ 遺 物 含む ) 
2. 褐 灰 色 10YR4/1 細 砂 質 土 (Mn 多く ・ 遺 物 含む ) 
3. オ リー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 極細 質 土 

4. 灰 オ リー ブ 色 5Y5/2 粘 細 砂 質 土 

23.70m 

No.53 

1. 灰白色 10YR7/1 細 砂 質 土 (Fe ま ば ら に ・ 遺 物 含む ) 
2. 褐 灰色 10YR6/1 細 砂 (Fe まばら 、Mn わ ず か に ・ 遺 物 含む ) 
3. 褐 灰色 10YR6/1 細 砂 質 土 (Mn わずか に ・ 遺 物 含む ) 
4. 褐 灰色 10YR4/1 粘 細 砂 質 土 遺物 含む ) 
5. 暴 褐 色 10YR3/1 粘 極細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
6. 暴 褐 色 10YR3/1 粘 質 シ ルト (遺物 含む ) 
7. に ぶ い 黄 棲 色 10YR7/2 砂 土 黒褐色 10YR3/1 粘 質 シ ルト (遺物 含む ) 
8. 灰 黄 褐 色 10YR5/2 細 砂 (遺物 含む ) 
9. 礎 混 黄 灰 色 2.5Y6/1 砂 (遺物 ・ ゅ 20cm 以 下 多 く 含む ) 

No.107 

. 灰 黄 褐 色 10YR6/2 極 細 砂 質 土 

. に ぶ い 黄 欄 色 10YR7/3 極 細 砂 質 土 (Fe 多く ・ 遺 物 含む ) 

. 褐 灰色 10YR5/1 細 砂 賃 土 (Mn わ ず か に ・ 遺 物 含 む ) 
・ 近 黄色 2.5Y6/2 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 

5. 黒褐色 10YR3/1 粘 質 土 
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25.96m 
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ふい 黄 棒 色 10YR7/3 極 細 砂 質 土 (Fe まばら 「 こ ぷ | 

褐 灰 色 10YR6/1 細 砂 質 土 (Mn 多く 含む ) 
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ロゴ 

灰 黄 褐色 10YR6/2 細 砂 質 土 (Fe わずか に ・ 遺 物 含 む ) 
灰 黄 色 2.5Y6/2 細 砂 換 土 

明 黄 褐 色 10YR7/6 粘 質 土 
掲 灰 色 10YR4/1 粘 質 土 (Mn わずか に 含む ) 

No.127 
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褐 灰 色 10YR6/1 細 砂 質 土 (Mn わ ず か に ・ 遺 物 含む ) 
褐 灰 色 10YR5.5/1 細 砂 質 土 (Mn わ ず か に 含む ) 
黒褐色 10YR3/1 粘 質 土 

黄 灰 色 2.5Y6/1 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 

黄 灰 色 2.5Y5/1 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 

No.158 
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10cm ーー (の 

* 遺 物 含 む ) 

調査 区 平面 図 ・ 層 序 図 2 

6. No.53 7・8 層 4. No.53 8 層 

層 5. No.53 6 

区 出土 遺物 No.53 調 

3. 褐 灰 色 10YR5/1 細 砂 質 土 (炭化 物 わ ず か に ・ 遺 物 含む ) 
2. 黄 灰色 2.5Y6/1 細 砂 質 土 (Mn わ ず か に ・ 遺 物 含む ) 

4. 褐 灰 色 10YR4/1 粘 極細 砂 質 土 
5. に ぶ い 黄色 2.5Y6/3 細 砂 質 土 

1. 褐 灰色 10YR6/1 細 砂 質 土 (Mn わずか | 
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ら 遺跡 一 5 次 調査 一 

里 字 西 外 

営 体 育成 基盤 整備 事業 

担 調 ・ 定 松 佳 重 ・ 山 崎 裕司 

種別 本 発掘 調査 + 立 会 調査 

境
 

業
 
選
 

同
和
 
藻
 

澤
 

1 調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 淡路 島 最大 の 平野 で ある 三 
原平 野 が 播磨 難 に 面 し 、 大 日 川 と 三原 川 が 含 

流す る 左岸 に 位置 する 。 標高 は 3.2 一 8.5m を 

測る 。 周辺 に は 、 遺跡 が 多く 立地 する 。 

平成 21 年 度 に 実施 し た 遺跡 範囲 確認 調査 で 

は 弥生 時 代 一 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 広範 囲 で 確 

認 し 、 事 業 実 施 に よっ て 遺跡 に 影響 の 及ぶ 範 

囲 の み 平 成 24 年 度 よ り 本 発掘 調査 を 行っ て い 

る 。2 年 目 に あたる 平成 25 年 度 は 14 一 27 区 と 

立会 1 一 5 の 調査 を 行っ た 。 以下 、 主 な 調査 

区 の み 記 述 す る 。 

16 区] (292.5mm・ 延 べ 421m 

排水 路 の 調査 区 で 、 遺構 面 を 3 面 確 認 し た 。 

第 1 遺構 面 で は 、 南 英 部 で 遺構 1 ( 流 路 ) 

を 確認 し た 。 幅 1.8m、 深 さき 1.2m を 測る 。 出 

土 遺物 は 非常 に 少な く 、 上 層 よ り 中 世 初 頭 の 

土師 容 鍋 ・ タ 須恵 器 提 鉢 、 下 層 よ り 奈 良 時 代 の 

須恵 器 盛 底部 3 が 出土 し た を 。 また 、 遺 構 面 で あ 

る 灰 黄 褐 色 粘 質 土 (表土 下 -50cm) より 窯 摩 

と 思わ れる 硬質 の 土塊 が 出土 し 、 周辺 に 無 が 

存在 し た 可能 性 も 考え られ る 。7 ブ ロッ ク よ 

り 北 側 で は 田園 の 造成 時 に 大 きく 削 平 を 受け 

て いた 。 そ の た め 7ー8 ブ ロッ ク で は 耕作 土 

調査 期間 平成 25 年 7 月 16 日 一 平成 26 年 1 月 17 晶 

調査 面積 本 発掘 調査 2502.6 中 + 立 会 861 選 

調査 区 設定 図 

直下 に お いて 製塩 土器 丸 底 V 式 の 密集 部 分 を 2 ケ所 (遺構 

2・14 検出 し た 。 遺構 2 は 地面 が 赤 変 し て お り 、 ここ で 製塩 作業 ( 焼 塩 ) を 行っ て いた 可能 性 が 高い 。 

10 一 12 ブ ロッ ク で は 4 間 x 1 聞 以 上 の 掘 立 柱 建 物 を 確認 し た 。 建 物 は 調査 区 の 東側 に 続き 、 全 体 の 規模 

は 不明 で ある 。 土師 右 片 が 出土 し た が 、 時 期 判断 は 困難 で あり 、 周 辺 の 状況 か ら 奈 良 時 代 と 思わ れる 。 

遺構 12 よ り 長 さ 178cm、 最 大 幅 1.7cm を 測る 鉄製 小刀 6 が 出土 し た 。 柱 を 抜い た 後 の 埋 納 と 考え られ る 。 

第 2 遺構 面 は 、7ー8 ブ ロッ ク で 流 路 を 2 条 (遺構 17・34) 確認 し た 。 南 か ら 流れ 込む 遺構 17 の 行 



製塩 土器 ・ 弥 生 土 器 4 を 含む 。 師 器 ・ 
いい 主因 

、 須 恵 療 5・ 

Np 

礎 を 多く 合 み 、 わ ず か な 土師 器 片 か ら 奈 良 時 代 

で 

[所 三 放 

に 

土器 に は 大 き な 時 期 差 が な し た 製塩 

部 分 を 検出 し た 。 や や 湿地 状 の 土壌 堆積 を し て お 

その 後 奈良 時 代 に は 東西 方 向 に 遺構 34 が 流れ 、 製 塩 士 器 丸 底 MV 式 の 大 きい 破片 1 や 移動 式 

遺構 1 や 34 を 含む 平石 遺跡 の 東西 方 向 の 流 路 は 、 埋 士 ! 
mm 
も 也 

と 思わ れる 溝 が ほとんど で ある 。 第 1 遺構 面 と 第 2 遺構 面 か ら 出 

壌 堆積 か ら 、 西 側 に 流れ て いる 柿木 谷川 の 江 薄 が 起こ っ た 可能 性 が 考え ら うな 

れる 。 壁 面 観察 に より 11 ブ ロッ ク か ら 北 の 狭い 範囲 で も う 1 面 遺構 面 を 確認 で きた が 、 遺 構 検出 は 第 2 

石 流 の よ 

遺構 面 と 同一 面 と な っ て いる 。 

ゃ ーー ユー また く 、 

2 1 

第 1 遺構 面 

16 区 平面 図 

19cm 3 遺構 1 1・2 遺構 34 

4・5 遺構 17 
16 区 出土 遺物 

6 遺構 12



(259.3m) 

市 道 治 い に 位 置 す る 排水 路 の 調査 で ある 。 全 体 に 削 平 を 受け て いる た め 、 比 較 的 浅い 地点 で 遺構 を 確 

認 し た 。 西端 と 中 央 部 に は 玉 攻 小 屋 が 建っ て い ヶ ヵ 

[17 区 」 

た だ た め 、 そ の 部 分 の 調査 は 行っ て いな い 。 遺 構 1 は 16 区 

の 遺構 1 か ら 続く 流 路 で ある 。 調査 区 の 西端 か ら 東 西方 向 に 縦断 し 、5 ブロ ッ ク で 一 

v 
ーー 

調査 区 の 北側 へ 

完 所 

外れ る が 、7 一 9 ブロ ッ ク で は 再び 調査 区 の 北面 

に 平行 し て 流 路 の 肩 部 分 が 調査 区 に 掛か る 。 
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構 24 は 遺構 1 に 切ら れる 南北 方 向 の 流 路 で 、 そ の 

柿木 谷川 の 

湯 落 に よっ て で きた と 思わ れる 。 遺 物 は わずか に 

埋 士 は ほとんど が 礎 で ある こと か ら 、 
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時 期 と 推測 質 状況 か ら 遺 構 24 と 同 み で ある が 、 堆 

され る 。 定 松 ) ( 
ーー 

8 遺構 2 

9 遺構 13 
10cm 平面 図 

17 区 出土 遺物 17 区 平面 図



8 区 ] (89.4m) 

中 

し て いる 。 潮 

区 の や や 北 よ り で 東西 方 向 に 流れ る 幅 約 7 m の 流 路 2 を 検出 し た 。 埋 

(山崎 ) 

層 よ り 弥 生 時 代 後期 と 推定 され る 薬 10、 下 層 よ り 脚 台 付 1 式 と 思わ れる 製塩 土器 11 が 出 
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10cm = ご せき 

10・11 遺構 2 

5 
図 平面 

18 区 平面 図 ・ 出 土 遺物 

(213.0m) 

排水 路 の 調査 で ある 。 こ の 調査 区 も 全域 が 南北 方 向 に 流れ る 流 路 内 に あたり 、 深 部 を 遺構 2 と し て 検 

[19 区 」 

出土 し 、 奈 

5 ブロ ッ ク の 上 層 か ら 製 塩 土 右 丸 底 V 式 片 が 多量 に 出土 し た 。 炭化 物 は 少量 で 焼 土 は 未 確 

認 の た め 、 作 業 場所 で は な く 一 括 廃棄 され た も の と 思わ れる 。 他 に 須恵 器 電 12・13 や 近 14 が 

出し た 。3 一 

良 時 代 と 思わ れる 最 下 層 よ り 弥 生 時 代 終 未 期 の 東 阿波 型 土 器 が 出土 し て いる が 、 こ の 流 路 か ら 同 時 期 oO 

y 
fo て が ある 土器 片 が 2 点 (同一 個体 ) 含 まれ て r の 遺物 は 見 られ な い 。 出土 し た 製塩 土器 の 中 に 、 内 面 に 布 

内 面 に 布目 を 持つ 丸 底 V 式 の 生産 地 は 南あわじ 市 で し か 確認 され て いな い が 、 胎土 は 在 地 の も の と 異な 

る 。 丘 院 を は さん で 南 に 位置 する 後山 遺跡 で も 同時 期 の 製塩 土 右 丸 底 V 式 が 出土 し て お り 、 ほ と ん ど が 

内 面 に 布目 を 持つ 。 卸 離 的 に あま り 離 れ て いな い に も る 関わら ず 、 土器 製作 時 の 布 の 使用 の 違い は 何 に よ 

採集 で ある が 、 製 塩 土 器 内 面 に 須恵 器 と 同様 の 同心 円 文 が 施さ れ て い ーー る も の か 不明 で ある 。 ま た 、 排 

る る の が あり 、 製 塩 士 右 製 作 に 須恵 器 工 人 の 関与 が 考え られ る 資料 で ある 。 ど ちら ぁ も 薄手 の 製塩 土器 で



ある 。 他 に 、 移 動 式 奮 片 も 出土 し た 。 後山 遺跡 で る 製塩 土器 と と も に 移動 式 

和 鶴 が 出 土 し て いる 。 時代 は 異な る が 淡路 市 貴船 神社 遺跡 や 富島 遺跡 で る 製塩 

炉 や 製塩 土器 の 出土 と と も に 和 鶴 が 出 土 し て お り 、 製 塩 土器 と 稚 は 道具 と し て 

セッ ト 関 係 に ある と 推測 する 。 ま た 、 間 の 羽 口 と 思わ れる る の が 16 区 と 17 区 

合わ せ て 4 点 出 土 し て お り 、 鍛 冶 だ け で は な く 製 塩 作業 に $ 使 用 され た 可能 

性 を 今後 視野 に 入れ た い 。 

調査 区 内 で 他 に ゃ も 遺構 12・13 の 溝 を 確認 し た 。 時 期 確 定 が 明瞭 に で きる 出 

土 遺物 は な い が 、 検 出 時 に 遺構 12 の 先行 を 確認 し て いる 。 ま た 、 古 墳 時 代 の 

遺物 は な く 、 遺 構 も 確認 で き な か っ た 。 丘 陵 と 三原 川 の 後背 湿地 と の 境界 付 

近 に あたる と 思わ れる 。 ( 定 松 ) 

19 区 平面 図 ・ 出 土 遺物 

[21・27 区 ] (o+ 

排水 路 の 調査 で 、 設 計 変 更に より 一 部 掘り 直し を 行っ た 。 掘 立柱 建物 5 棟 

と 欄 列 が 復元 で きた 。 建物 1 一 4 と 柚 列 1 ・2、 隣 接する 26 区 の 建物 9 ・10 

は 同 方 位 で 、 周辺 に 鎌倉 時 代 の 集落 が 広がっ て いた と 考え られ る 。 方 位 の 佑 

う 建 物 5 は 平安 時 代 の 建物 と 推定 され る 。 他 に 飛島 時 代 と 縄文 時 代 の 遺構 が 

検出 され た 。 

建物 1 南北 3 聞 x 東 西 3ー4 間 の 側 柱 建 物 と 推定 され る 。 東 側 に 棚 列 1 が 

付設 され る 。 

建物 2 南北 1 間 以 上 x 東 西 1 間 以 上 の 建物 と 推定 され る 。 遺構 34 か ら 鎌 倉 

時 代 と 思わ れる 土師 器 の 回 転 糸 切 底 部 の 小片 が 出土 し て いる 。 

建物 3 南北 2 間 以 上 x 東 西 2 間 の 総 柱 建物 と 推定 され る 。 柱 筋 が 建物 4 と 
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ほぼ 揃っ て いる 。 

師 突 皿 15 が 出土 し て いる 。 

建物 4 南北 1 間 和 以上 x 京 西 3 間 以 上 の 総 柱 建物 と 推 衝 され る 。 南 側 に 梱 列 2 が 付設 され 、 柱 穴 59 

か ら 鎌 倉 時 代 と 思わ れる 

建物 5 桁 行 3 間 以 上 x 箇 行 2 間 の 側 柱 建 物 と 推定 され る 。 柱 穴 60・75 か ら 平 安 時 代 と 思わ れる 土 

師 器 皿 16 ・ 小 皿 17 が 出土 し て いる 。 

土 玉 56 飛鳥 時 代 頃 と 思わ れる 須恵 器 蓋 款 20・22 が 出土 し て いる 。 

土 琉 79・100b 流れ 込み の 可能 性 も ある が 、 縄 文 時 代 後期 の 土器 片 26・27 が 出土 し て いる 。( 山 崎 ) 

(387.1mi) 

排水 路 と 男 場 面 の 調査 で ある 。 第 1 遺構 面 か ら 検 出さ れ た 遺構 は 溝 17 の み で ある 。 

[25 区 ] 

溝 17 は 遺構 16 

を 切っ て いる こと か ら 鎌 倉 時 代 以 降 で ある が 、 溝 17 の 出土 遺物 28・29 は 第 2 遺構 面 の 遺構 理 土 や 包 

含 層 か ら の 流れ 込み の 可能 性 が 高い 。 

その 他 の 遺構 は 第 2 遺構 面 か ら 検出 され て お り 、 平 安 時 代 後半 ーー 鎌倉 時 代 の 遺構 と 推定 され る 。 

数 行 1 間 x 桁 行 2 聞 の 小 規模 な 掘 立柱 建物 が 復元 で きた 。 隣 接する 確認 調査 区 3 の 土器 だ まり か ら 

平安 時 代 後半 の 土器 35・36 が 出土 し て いる こと か ら 、 建 物 る その 時 期 と 推定 され る 。 落ち 状 の 遺構 

(山崎 ) 16 か ら は 鎌倉 時 代 の 土器 が 多く 出土 し て いる 。 

25 区 平面 図 

36 

10cm 

28・29 溝 17 30 へ 33 遺構 16 34 溝 22 

35・36 確認 調査 区 3( 土 器 だ まり ) 

25 区 出土 遺物



[26 区 ] (863.6T・ 延 べ 1198.6m) 

排水 路 と 較 場 面 の 調査 で ある 。 調査 区 の 数 字 は 南 か ら 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト は 東 か ら 順に 設定 し た 。 調査 

区 全体 で 掘 立 柱 建 物 12 棟 と 溝 や 土質 ・ 小 矢 な ど を 確認 し た 。 

1aー1e ブ ロッ ク は 東西 方 向 の 排水 路 で ある 。 比較 的 浅く 、 上 層 は 握 乱 を 受け て いる 。 遺構 か ら は 費 

文 土 器 ・ 弥 生 土 器 ・ 土 師 器 ・ サ ヌカ イト 片 が 出土 し 、 数 時 期 の 遺構 が 混在 し て いる こと が 埋 士 か ら ゃ も ゃ わ 

か る 。 1dー 1 e ブ ロッ ク で は 縄文 時 代 後 期 の 遺構 161 一 163 と 単純 包含 層 を 確認 し て いる 。 こ の 包含 層 か 

ら は 縁 淀 文 土器 37・38 や サ ヌ カ イト 製 の 石 鱗 54 一 56 や サ ヌ カ イト 片 、 蛇 紋 岩 製 と 思わ れる 定 角 式 魔 製 石 

人 稚 57 な ど が 出土 し て いる 。 

1aー18a ブ ロッ ク は 南北 方 向 の 排水 路 と 較 場 面 の 調査 区 で 、 比較 的 まとまっ た 遺構 を 確認 し た 。 1aー 

8a ブ ロッ ク で は 壁面 観察 で 遺構 面 が 5 面 以 上 ある 所 る 確認 し た が 、 面 的 に は 2 面 の 調査 を 行っ た 。 第 1 

遺構 面 で は 建物 1 と 小 土塊 な ど を 検出 し た 。 建物 1 は 3 聞 以 上 x 2 間 以 上 の 建物 で 、 柱 穴 は どれ も 深 さ 

60cm ほ ど を 測る 。 土師 器 や 須恵 器 ・ 瓦 器 な ど が 出土 し 、 鎌 倉 時 代 で ある 。 第 2 遺構 面 で は 複数 の 遺構 面 

か ら 据 り 込ま れ た 遺構 を 検出 し 、 建 物 2 と 溝 や 土 拓 な ど を 確認 し た 。 建物 2 は 3 聞 x 2 間 の 建物 で ある 。 

柱 聞 の 聞 隔 が 1.2 一 1.6m と 狭い こと と 、 出土 遺物 か ら 弥 生 時 代 の 建物 と 考え られ る 。 遺構 150 は 土 琉 で 弥 

生 時 代 中 期 の 土器 や スク レー パー58 が 出土 し て いる 。 遺構 207 は 溝 で 、 壁面 観察 か ら 大 きく 2 つ に 分 けら れ 

る 。 上 層 か ら は 弥生 時 代 前 期末 一 中 期 前 半 の 土器 76 一 95 や 石 鱗 ・ 石 雛 ・ 擦 石 ・ 敵 石 ・ 石 包丁 ・ 石 棒 ・ 石 

鑑 な どの 石器 類 59 70 が 出土 し て いる 。 下 層 か ら は 柿木 谷川 の 江 薄 に よる 礎 層 で 弥生 土器 を わずか に 含 

ん で いた 。 第 2 遺構 面 の 幅 09m、 深 さ 02m の 溝 で ある 遺構 225 は 縄文 時 代 の 遺構 で 、 後期 の 土器 39 一 53 や 

石 争 71ー75 が 出土 し て いる 。 9 aー14a ブ ロッ ク は 田園 の 造成 時 に 大 きく 削 平 され て いる た め 、 遺構 面 は 

1 面 し か 確認 で さき なか っ た が 、 遺 構 埋 士 は 数 種類 確認 し 、 建 物 3 一 7 と 土 芝 な ど を 検出 し た 。 建物 3 は 

2 間 以 上 x 2 間 と 考え られ る 建物 で 東側 に 続く 。 明確 な 時 期 の わか る 遺物 は 出土 し て いな い が 、 平 成 2 

年 度 本 発掘 調査 3 区 (以後 平成 24 年 度 本 発掘 調査 は 省略 ) 建物 1 の 北西 に 同じ 主軸 で 建つ 建物 で ある こ 

と か ら 古 代 の 範 隊 と 考え る 。 建物 4 は 4 間 x 1 間 以 上 で 東 に 続く 。 建 物 を 構成 する 柱 穴 で ある 遺構 65 上 

層 か ら は 鉛 製 ミニ チュ ア 三 足 器 96 が 出土 し た 。 口 径 2.5 一 2.9cm、 鶴 高 2.4cm、 重 さ 49 g で 、 蛍 光 X 線 分 析 

の 結果 、 ほ ぼ 100% 鉛 の 鋳造 品 で ある こと が わか っ た 。 鉛 製 の 器 と いう の は 非常 に 珍し く 、 全国 的 に も 類 

例 を 見 な い 。 携帯 用 の 仏具 と 推測 され る 。 遺構 65 か ら は 土師 器 の 小片 が わずか に 出土 し て いる の み で あ 

る 。 こ の は ほか の 柱 穴 か ら は 黒色 土 右 B 類 な ど が 出土 し 、 平 安 時 代 の 建物 と 考え られ る 。 建物 5 は 2 間 x 

1 聞 以 上 、 建 物 6 は 2 間 以 上 x2 間 以上 、 建 物 7 は 1 間 以 上 x 2 間 で あり 、 ど れる ぁ も 東側 に 続く 。 こ れ ら 

の 建物 は 柱 交 か ら わ ず か な 土器 し か 出土 し て いな いた め 建 物 の 時 期 は 断定 し が た い 。 建物 6 は 3 区 建物 

2・5 と 主軸 が 同じ で ある 。 建 物 を 構成 し な い 遺 構 で は 、 遺構 23 か ら は 完 形 に 近い 土師 器 の 高台 付 塊 97 

や 和 還 98ー100 が まとまっ て 出土 し て いる 。 い ずれ る $ る 回 転 ヘ ラ 切 り で あり 、 建 物 4 と 同じ 平安 時 代 で ある 。 

遺構 28 か ら は 弥生 時 代 中 期 前 半 の 底部 が 窪 孔 さ れ た 礁 の 下 半 部 が 穴 に 据え 置か れ た 状態 で 出土 し た 。 15a 

ー18a ブ ロッ ク で は 賠 場 面 は 工事 で 影響 が お よぶ 高 さ まで し か 掘削 を 行っ て いな いた め 、 遺 構 も 完 掘 し て 

いな い 。 建物 8 や 溝 な ど を 確認 し た 。 建物 8 は 1 間 以 上 x 1 間 で 東側 に 続く 建物 と 考え られ る 。 柱 穴 か 

ら 遺 物 は 出土 し て いな い 。 遺構 13 は 溝 で 、 排 水路 部 分 し か 完 掘 し て いな い が 、 弥 生 土器 ・ 土 師 器 ・ 須 

恵 突 ・ 製 塩 土 右 ・ サ ヌカ イト 片 や 移動 式 稚 が 出土 し 、 特に 丸 底 V 式 の 製塩 土器 が 目立つ 。 奈 良 時 代 後半 

頃 と 思わ れる 。 こ の 潮 と 平行 し て 建っ て いる 建物 8 は 同時 期 の 可能 性 が ある 。 ま た 、 こ の 溝 は 8m 東 に 

位置 する 4 区 の 溝 に つなが る と 考え られ る 。 遺構 14 は 遺構 13 に 切ら れる 流 路 で 、 断 面 よ り 大 きく 2 つ に 
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分 か れる 。 下 の 流 路 は 礎 が 多く 、 和 柿木 谷川 が 江 藻 し た も の と 思わ れる 。 上 の 流 路 は 下 が 埋没 し 、 そ の 上 

に や や 安定 し た 黄色 系 土 が 堆積 し た 後に 再び 流れ て いた 流 路 で ある こと か ら 、 こ の 2 つの 流 路 の 間 に は 

長期 の 時 間 経 過 が 考え られ る 。 上 か ら は 土師 呆 や 弥生 土器 が 、 下 か ら は わずか な が ら に 弥生 土器 が 出土 

し て いる が 、 明 確 な 時 期 は わか ら な い 。 

19aー26a ブ ロッ ク で は 、 流 路 な ど を 確認 し た 。 遺構 230 は 東西 に 横断 する 幅 約 27m の 大 き な 流 路 で 、 断 

面 か ら 大 きく 南 ・ 中 央 ・ 北 に 分 ける こと が で き 、 中 央 の 流 路 が 一 番 新 し い 。 中 央 流 路 か ら は 弥生 土器 ・ 

土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土器 ・ 黒 色 土 器 ・ 瓦 ・ 瓦 器 ・ 輸 入 陶磁 器 ・ サ ヌカ イト な ど 弥 生 一 鎌倉 時 代 の 幅広 

い 遺 物 が 上 層 か ら 下 層 に わた っ て 出土 し た 。 瓦 の 中 に は 軒 丸 紀 の 池 を 丸 瓦 の 玉 縁 部 凸 面 に 2 度 押し 当て 

た 痕跡 の 残る も の 101 や 均整 唐草 文 軒 平 瓦 102 が 含ま れ て いた 。 こ の 流 路 の 排 填 か ら は 淡路 国分 尼寺 出土 

の 軒 丸 瓦 と 同 紋 の 唐草 文 軒 丸 瓦 (GNM32 形 式 ) 103 を 確認 し て いる 。 こ の 文様 の 瓦 は 寺院 関連 遺跡 で あ 

る 里 原田 遺跡 ( 湊 里 地区 ) や 当 遺 跡 の 確認 調査 で も 出土 し て いる 。 今回 出土 し た 流 路 周辺 の 小字 は 寺内 で 

あり 、 遺 跡 の 中 で は 比較 的 此 の 出土 が 見 られ る 場所 で ある 。 周 辺 に 寺 が 建っ て いた 可能 性 が 高い 。 北側 

の 流 路 は 遺物 が 少な く 、 弥 生 土器 が わずか に 出土 し て いる 。 南 側 の 流 路 は 17 一 18 ブ ロッ ク の 遺構 14 の 下 

層 の 流 路 の 続き で 、 遺物 は 確認 で き な か っ た 。 

26aー34c ブ ロッ ク に か け て は 、 遺 構 面 を 南側 で 2 面 、 北 側 で 4 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 建物 9 一 

11 と 小穴 や 土塊 な ど を 確認 し た 。 建物 9 は 2 聞 x 1 間 以 上 の 総 柱 建 物 で 、 建 物 10 は 21 区 に また が る 3 間 

x 2 間 の 建物 で ある 。 建物 9 ・10 は 21 区 の 建物 1 一 4 と 主軸 が 揃っ て いる 。 建物 1 は 2 間 以 上 x 2 間 の 

建物 で 柱 穴 か ら 片 器 が 出土 し て いる 。 建 物 9 一 11 は 鎌倉 時 代 の 建物 と 考え られ る 。 第 2 遺構 面 で は 建物 

12 と 土 近 な ど を 確認 し た 。 建物 12 は 3 間 x 1 間 以 上 の 建物 で 柱 穴 か ら 瓦 回 が 出土 し て いる 。 第 1 遺構 面 

と 第 2 遺構 面 は 鎌倉 時 代 の 遺構 で 、 あ まり 時 期 差 は な いも の と 考え られ る 。 第 3 遺構 面 は 31c 一 34c ブ ロ 

ッ ク で 溝 で ある 遺構 334 や 土 拓 を 確認 し た 。 遺構 334 か ら は 飛島 時 代 の 須恵 器 や 土師 突 が 出土 し て いる 。 

第 4 遺構 面 は 33c 一 34c ブ ロッ ク で 土 琉 を 確認 し た 。 出土 遣 物 が 無く 、 時 期 は 不明 で ある が 、 弥 生 時 代 ま 

で は 遡 ら な いと 思わ れる 。 (的 崎 ) 



【 ま と め 】 

今回 の 調査 で 、 縄 文 時 代 後期 一 鎌倉 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 遺跡 全体 と し て は 、 柿 木谷 川 の 所 

敬 に よる 流 路 が 主 に 東西 方 向 で 何 条 も 見 つか り 、 た び た び 水害 を 受け て いた こと が わか っ た 。 

縄文 時 代 後期 の 遺構 は 26 区 の 南部 か ら 3 区 に か け て 広がっ て いる 。 遺構 密度 は 低い る の の 、 単純 包含 

層 る 見 つか っ て いる 。 ま だ た 21 区 の 遺構 や 26 区 26c 一 28d ブ ロッ ク の 包含 層 で も 、 流 れ 込 み の 可 能 性 は ある 

が 、 縄 文 時 代 後期 の 遺物 が 含ま れ て いる こと か ら 、 調 査 地 周辺 に 集落 が 営ま れ 始 め た の は この 頃 の よう 

で ある 。 

弥生 時 代 の 遺構 は 弥生 時 代 前 期末 一 中 期 前 半 を 中 心 と し た 遺構 が 15 区 ・26 区 南 半 で 見 つか っ て いる 。 

26 区 の 遺構 207 は 3 区 遺構 241 に つなが る 溝 で ある こと が わか っ た 。 今回 の 調査 で この 時 期 の 建物 は 掘 立 

柱 建 物 が 1 棟 し か 見 つか っ て いな い が 、3 区 で は 違 住 居 が 確認 され て いる こと か ら 、 周 辺 に 数 棟 の 堅 

穴 住 居 が 展開 し て いた と 思わ れる 。 弥 生 時 代 後 期 の 遺構 は 18 区 溝 状 遺 構 2 で 見 つか っ て いる が 、 こ の 時 

期 の 遺構 ・ 遺 物 は 少な い 。 

縄文 一 弥生 時 代 の 遺構 は 2 区 ・18 区 ・3 区 ・26 区 18 ブ ロッ ク よ り 南 西 で 主 に 見 つか っ て いる 。 これら 

の 調査 区 は 標高 6 m の ライ ン に 位置 し 、 微 高地 と 低 湿 地 の 境 に あたる 。 現 段階 で は 弥生 時 代 の 水田 遺構 

は 未確認 で ある が 、 遺 構 よ り 石 包 丁 が 出土 し て いる こと か ら 、 周 辺 の 低 湿地 で は 稲作 が 営ま れ 、 徴 高地 

の 3 区 ・26 区 周辺 に 居住 城 が 設け られ て いた と 思わ れる 。 

飛島 時 代 は 21・26 区 で 遺構 や 遺物 を 確認 し た が 、 建 物 は 確認 で き て いな い 。 

古代 に は 奈良 一 平安 時 代 の 建物 や 遺構 が 多く 見 られ る が 、25 区 を 除け ば 建物 は 懲 高 地 に 建て られ て い 

る 。 ま た 古代 の 特徴 的 な 遺物 と し て 製塩 土器 の 丸 底 V 式 が あげ られ る 。 当 遺跡 で 出土 し て いる の は 玉 底 

V 式 の 中 で る 器 壁 が 厚め の 8 世紀 後半 一 9 世紀 前 半 に か け て の も の で 、 16・19・26 区 で 大 量 に 出土 し て 

いる 。 特 に 16 区 遺構 2 ・14 や 4 区 遺構 2 は 焼 塩 作業 を 行っ た 遺構 と 考え られ 、 調 塩 と し て 都 に 運ば れる 

塩 生 産 の 一 端 を 担っ て いた も の か も しれ な い 。 

中 世に な る と 鎌倉 時 代 に は 遺跡 全域 で 建物 な どの 遺構 を 確認 し 、 明らか に 居住 城 は 標高 が 低い 場所 ま 

で 広がっ て いる 。 湿地 帯 の な か で る も 比較 的 安定 し た 土壌 の 場所 を 選ん で 居住 し て いた と 思わ れる 。 今回 

は 室町 時 代 の 遺構 は 確認 し て いな い が 、 今 まで の 調査 で も る 10 区 で 建物 を 3 棟 確認 し て いる だ け で あり 、 

包含 層 か ら の 遺物 も 非常 に 少な い 。 

湊 地域 は 古代 以降 、 淡 路 国 の 国 津 ( 港 ) と し て 栄え て きた 海上 交通 の 要衝 で あり 、 平 石 遺 跡 で る 奈良 

時 代 一 鎌倉 時 代 に か け て 繁栄 し て いた が 室町 時 代 に は 急速 に 衰退 し た こと が うか が え 、 そ の 歴史 的 背景 

や 要因 な どる $ 今 後 考 えて いか な く て は いけ な い 。 (的 崎 ) 
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